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 陽子線や重粒子線を用いる粒子線治療は線量集中性が良く、周辺重要
臓器への付与線量を大幅に低減できることから高度放射線治療の一つと
して広く普及しつつある。重粒子線治療など高精度放射線治療における
QA/QCのための線量分布測定は高精度・高空間分解能な測定が要求され
ている。本研究の目的はガス検出器の一つであるGlass GEMとシンチ
レーションガス(Ar/CF4)を用いて炭素線の高空間分解能な2次元線量分
布の測定を行うことである。本検出器はシンチレーションガス中の電離
量分布をガラス製のGEM(Gas Electron Multiplier)にて電子増幅し、 
その際発生した光量分布をAnode部のITO(Tin-doped Indium Oxide) 
透明電極の裏側から冷却CCDカメラを用いて撮影するというものである。
発生した光量のLET依存性を測定するため、放射線医学総合研究所の
HIMACにて290 MeV/u炭素線を照射し、光量の水等価深度分布を測定し
た。290 MeV/u炭素線を 入射した際の各水等価深さにおける本検出器
の電離層部の電離量とGEM部の発光量は比例していた。電離箱線量計と
の分布比較ではブラックピーク付近で若干の差異が見られるが、本検出
器の電離量と発光量がほぼ比例していることからLET依存性が非常に 
小さいことが示された。シンチレーションガスとGlass GEMを用いるこ
とで炭素線の高空間分解能な線量分布測定が可能と期待される。  
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